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場 所 京都リサーチパーク日 程   9 . 1 3 W E D - 15 F R I



［写真・ビデオ撮影について］

当日スタッフが撮影した写真や動画を、Twitter、Webサイト、報告書、論文等に掲載する場合がございます。
掲載に不都合のある方は、受付にお申し出ください。 
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「京都大学サマーデザインスクール」は、これまでにのべ1500 名以上が参加してきた、
３日間集中のデザインワークショップ。 様々な分野の参加者と実施者がテーマに分かれ、
社会の実問題に真剣に挑みます。

７回目となる今回は、２３にのぼる多様なテーマが実施されます。

京都大学サマーデザインスクール2017で、今年の夏を締めくくりましょう。 

はじめに・もくじ

タイムテーブル

フロアマップ

会場配置：テーマワーク（1F アトリウム）

会場配置：テーマワーク（2F KISTIC会議室）

会場配置：プレゼンテーション

プレゼンテーションについて

テーマ一覧

テーマ詳細

京都大学デザインスクールについて

デザインイノベーションコンソーシアムについて

運営情報



タイムテーブル
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フロアマップ （KRP1号館～KISTIC）
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会場配置：テーマワーク
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会場配置：プレゼンテーション
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プレゼンテーションについて
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プレゼンテーションは主にポスターによって行ないます。

口頭プレゼン
・テーマ参加者のうち1名が、30 秒で、簡単にアイディアの概要を紹介してください。
・スライドなどを作成する必要はありません。

ポスタープレゼン
・ボードいっぱいに、アイディアを表現してください。
・プレゼンテーションには、ワークのプロセス（1日目、2日目に何をやって、アイディアがどう展開したか）も必ず
含めてください。

・試作品を展示することもできます。
・ポスターや試作品の掲示は規定の範囲内 ( 横 180×縦 180×奥行 45 ㎝ ) に収めてください。

賞
・参加者・実施者・見学者・実行委員会の投票により、賞が選ばれます。

・３日目 12 時から、グループワークの配置からポスタープレゼンの配置へと移動します。 
   12 時には必ず作業の手を止めてください。
・配布した文具・機器類とゴミはスタッフが回収しますので、まとめておいてください。
・２階でテーマワークをしていたグループは、ホワイトボードを折りたたんでエレベータで 1階に運びます。 

【お願い！】 ポスタープレゼンへの移動について



テーマ一覧
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展示物のないミュージアムのデザイン
―ノーベル賞級の難解な基礎理論を展示する手法のメタデザイン―

未来の人生最後の1年をデザインする

D.E.Y. :  エレクトロニクス製品を個人がつくる未来のサービス

『駅の雨漏り』対策のイノベーション

Rendezvous gardens  ～見る庭園から遊ぶ庭園へ～ 

不便の効用を活用させる無人島

データによる京都発見！？
～地域課題の解決と新たなサービス・ビジネス創出を目指して～

未来の京都ステイ

センシング技術による母子健康の未来
Future of maternal and child health through sensing technology 

DESIGN AND BEAUTY 

アイスブレイク技法としての自己開示のデザイン

「社会感情的能力」を高めて「実践に生かす」仕掛け作り

「見上げたくなる空」をデザインする

Communicate Your Culture beyond Untranslatable Words 

京都でのユニバーサルデザインを考える

「学ぶ」と「働く」をつなぐ場のデザイン

“自然に学ぶものづくり” から、「暮らしの快適」をデザインする 

「KYOTO 3017」～これから1000年残したい京都の姿～

“生まれ変わり” で街を改革する

落下するモノをデザインする

法則を学ぶ： 黄金比は優れたおもちゃのデザインを与えるか？

京都の2050年  食のライフスタイルを考える

未来の高齢者の「楽しい！」をデザインする
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各テーマの詳細はwebページへ！

http://www.design.kyoto-u.ac.jp/sds2017/theme.html
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01

02

展示物のないミュージアムのデザイン
―ノーベル賞級の難解な基礎理論を展示する手法のメタデザイン―

未来の人生最後の 1 年をデザインする

●実施者
塩瀬 隆之　京都大学総合博物館
本田 隆行　科学コミュニケーター
遠山 真理　総合地球環境学研究所 広報室

●実施者
木村 篤信　NTTサービスエボリューション研究所
赤坂 文弥　NTTサービスエボリューション研究所
石川 知夏　NTTサービスエボリューション研究所

堂野 能伸    　特定非営利活動法人Board Game Japan
戸田 健太郎　京都大学総合博物館

赤堀 渉　　NTTサービスエボリューション研究所
野川 真司　NTT西日本 技術革新部 技術部門
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●実施者
古畑 直紀　三菱電機株式会社 デザイン研究所
中島 康祐　三菱電機株式会社 デザイン研究所

●実施者
寺田 知太　株式会社野村総合研究所 ビジネスIT推進部
平田 智彦　株式会社ziba tokyo
米澤 俵介　株式会社堀場製作所 コーポレートコミュニケーション室

濱田 章公子　三菱電機株式会社 先端総合研究所
瀬尾 和男　　三菱電機株式会社 人事部人材開発センタ

D.E.Y. : エレクトロニクス製品を個人がつくる未来のサービス

『駅の雨漏り』対策のイノベーション
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●実施者
笠原 秀一　　京都大学 学術情報メディアセンター
狩野 芳子　　声楽家・ライター
齋藤 小百合　庭文化研究所

山田 耕三　花豊造園株式会社
町田 香　　京都造形大学

●実施者
川上 浩司　京都大学 デザイン学ユニット
森 孝徳　　ヤンバルコビト

不便の効用を活用させる無人島

Rendezvous gardens ～見る庭園から遊ぶ庭園へ～
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●実施者
白根 英昭　（株）mct
石原 志保　（株）mct
杦木 陽一　（株）mct

グイエム クォー ホアイ ミン　（株）mct
川合 啓介 （株）mct

●実施者
井上 卓也　京都市 総合企画局 情報化推進室
井上 景介　京都市 総合企画局 情報化推進室

佐藤 彰洋　京都大学大学院 情報学研究科 数理工学専攻
西村 正貴　独立行政法人統計センター

データによる京都発見！？
～地域課題の解決と新たなサービス・ビジネス創出を目指して～

未来の京都ステイ
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09 センシング技術による母子健康の未来
Future of maternal and child health through sensing technology

10 DESIGN AND BEAUTY

●実施者
佐藤 亨 京都大学大学院 情報学研究科
明和 政子 京都大学大学院 教育学研究科
David Butler 京都大学大学院 教育学研究科

●実施者
Alessandro Biamonti　Politecnico di Milano
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1 1

●実施者
野崎 優樹　京都大学大学院 教育学研究科
楠見 孝　　京都大学大学院 教育学研究科

●実施者
北野 清晃　京都大学大学院 情報学研究科 社会情報学専攻 博士後期課程／ワークショップデザイン研究所

　

「社会感情的能力」を高めて「実践に生かす」仕掛け作り

アイスブレイク技法としての自己開示のデザイン
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●実施者
橋本 明意　（株）博報堂 第2プラニング局
井上 雄二　（株）博報堂 第2プラニング局

●実施者
Yohei Murakami Unit of Design, Kyoto University
Toru Ishida Dept of Social Informatics, Kyoto University
Donghui Lin Dept of Social Informatics, Kyoto University

露木 卓也　　（株）博報堂 第1プラニング局
利根川 公司　（株）博報堂 第3プラニング局

Arbi Haza Nasution Dept of Social Informatics, Kyoto University
Takao Nakaguchi The Kyoto College of Graduate Studies for Informatics

「見上げたくなる空」をデザインする

Communicate Your Culture beyond Untranslatable Words
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●実施者
観音 千尋　　パワープレイス株式会社 教育公共デザイン室
諏訪 敏之　　パワープレイス株式会社 第一デザイン室
五十嵐 浩司　パワープレイス株式会社 第一デザイン室

飯倉 健自　パワープレイス株式会社 教育公共デザイン室
中森 康裕　パワープレイス株式会社 教育公共デザイン室

●実施者
塚田 章　京都市立芸術大学 美術研究科 プロダクトデザイン／産業工芸意匠領域
石田 亨　京都大学 情報学研究科 社会情報学専攻

坂田 岳彦 嵯峨美術短期大学 美術学科 デザイン分野 グラフィック・広告デザイン領域
村井 陽平 京都市立芸術大学 美術学部 プロダクトデザイン専攻
村井菜月　金沢美術工芸大学大学院

京都でのユニバーサルデザインを考える

「学ぶ」と「働く」をつなぐ場のデザイン
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●実施者
飛鳥 政宏　（株）積水インテグレーテッドリサーチ
十河 卓司  京都大学 デザイン学ユニット

●実施者
中村 征士　（株）電通 マーケティング・クリエーティブセンター
村川 慧　　（株）電通 マーケティング・クリエーティブセンター

勝村 秀樹　（株）電通 関西プロモーション・デザイン局
升田 陽子　（株）電通 マーケティング・クリエーティブセンター

“自然に学ぶものづくり”から、「暮らしの快適」をデザインする

「KYOTO 3017」～これから1000年残したい京都の姿～
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●実施者
松原 厚　　京都大学大学院 工学研究科
富田 直秀　京都大学大学院 工学研究科
辰巳 明久　京都市立芸術大学 美術学部／大学院 美術研究科

楠 麻耶　　京都市立芸術大学 美術学部
桑田 知明　京都市立芸術大学 美術学部 

●実施者
柏木 大亮　　（株）博報堂 第3プラニングチーム
奥野 夏帆　　（株）博報堂 第3プラニングチーム
利根川 公司　（株）博報堂 第3プラニングチーム

“生まれ変わり”で街を改革する

落下するモノをデザインする
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●実施者
寺川 達郎　京都大学大学院 工学研究科 機械理工学専攻（デザイン学本科生）
小森 雅晴　京都大学大学院 工学研究科 機械理工学専攻

●実施者
市岡 敦子　　株式会社日本総合研究所
鈴木 麻美子　株式会社日本総合研究所
宇田川 彩　　京都大学 人文科学研究所

法則を学ぶ： 黄金比は優れたおもちゃのデザインを与えるか？

京都の2050年 食のライフスタイルを考える
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●実施者
清水 朋香　三菱電機株式会社 情報技術総合研究所
木津 久貴　三菱電機株式会社 デザイン研究所

須田 聡　　三菱電機株式会社 先端技術総合研究所
登坂 万結　三菱電機株式会社 情報技術総合研究所

未来の高齢者の「楽しい！」をデザインする
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京都大学デザインスクール
について

　現代社会では諸問題が互いに影響を与え合い、単一の専門領域の力だけでは解決できなくなっています。
この複雑化した状況において「デザイン学」は、京都大学が長年にわたって培ってきた諸学を融合しつつ、
産学・国際・大学間の連携を図りながら、社会の諸問題に対して全体最適の視点から解決策を追求し社
会のシステムを「デザイン」する新たな学問領域です。
　「京都大学デザイン学大学院連携プログラム」は、５年一貫で「デザイン学」を学ぶわが国初の博士教育
プログラム。自らの専門領域を超えて協働できる突出した専門家「十字型人材(plus shaped people)」
を育成します。「京都大学デザインスクール」は、同プログラムと社会が連携した、活動の総称。サマー
デザインスクールはその活動の中でも最大のお祭りです。

　情報学、機械工学、建築学、経
営学、心理学のいずれかの修士課
程に入学後に、プログラムに出願す
ることで、履修することができます。
5年間、自らの専門分野で研究を
進めながらデザイン学の講義や実
習を履修する、「2階建て」のプロ
グラムです。
　学部生の皆さん、現在社会人で
博士取得を検討している皆さん、
是非デザインスクールで一緒に学
び、十字型人材を目指しませんか？

http://www.design.kyoto-u.ac.jp/

俯瞰力 独創力

博士論文の執筆
博士論文について本プログラムと在籍する研究科が審査を実施。

Qualifying examination
デザイン学共通科目・領域科目についての筆記試験や口頭試問を実施。

専門領域の大学院入試を受験
合格者の中から在籍研究科が候補者を推薦し、書類審査および口頭試問により選抜。

海外インターンシップ・フィールドインターンシップ

デザイン学領域科目（副領域）

デザイン学領域科目（主領域）

デザイン学共通科目

建築学
（工学研究科）

情報学
（情報学研究科）

経営学
（経営管理大学院）

心理学
（教育学研究科）

機械工学
（工学研究科）

問題発見型学習・問題解決型学習

オープンイノベーション実習

リーディングプロジェクト（博士研究）
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デザインイノベーション
コンソーシアムについて

　デザインイノベーションコンソーシアムは、京都大学デザインスクールと産業界・行政の連携により、
領域横断的な問題発見・解決を行うために設立されました。グローバル社会の複合的な問題を解決で
きる人材の育成を推進し、産官と学の双方に接する中間組織体となることを目指しています。　
　デザインイノベーションコンソーシアムは、産（企業・NPO）官（行政機関）が抱える実問題を、大学
が持つデザイン理論や手法を用いて解決していきます。大学が保有する知のネットワークと産官が持つ
実践力が交わる相互学習の場を形成します。
そうした活動を通じて、自ら創造的なプロセスに寄与できるスキルと専門性を備え、異領域間のコラボ
レーションが行える活力ある人材を育てます。

2017年 6月現在、69組織の企業・公的機関等が参画しています。

http://designinnovation.jp/

sharing experiences...
to see its underling
potentials
互いの経験を深め
根底にある可能性を見極める

プロフェッショナル・デザインキャンプは、異業種とのコラ
ボレーションに関心のある企業・大学・行政の「価値協創の
場」です。異業界を横断するメンバーが、デザイン理論・手法
を用いて社会課題の解決をめざすプログラムで、リードカン
パニーが提供するテーマについて、これまで協業したことの
ないような企業からの参加者がチームを組み、新たな価値創
出に取り組みました。他社との議論で得た気づき・知識・経験
を所属組織に持ち帰り、それぞれの立場で研究開発や事業
化に活用するなど、キャンプの3日間にとどまらない成果を得
ることができました。
2014年度は下記のプロフェッショナル・デザインキャンプ

を実施しました。

2025年 徒歩5分圏の空間の暮らし方を考える
2014.11.18（火）～20（木）

都会への一極集中から地方における魅力的な街創りへの
転換の重要性が叫ばれています。では、「魅力的な街」とはど
のような街のことなのでしょうか？　今回は、株式会社博報
堂イノベーション・ラボの協力を得て、「徒歩5分圏の空間」
について生活者の視点から未来を洞察し、イノベーション創
造による新たな価値の創出に取り組みました。

参加者より
●自社のメンバーではありえない思いつき、発想が刺激になり
ました。

●異業種の方 と々の議論により、自分が持っていない「ものの
見方」に触れることができました。

●実務でディスカッションが活性化していないことが多いた
め、ぜひ実践してみたいと思いました

●メソッド、準順、運営…、これだけ多くの企業が一緒に考える
未来を、自分も一緒に考えられたのがとても刺激的でした。

●ビジネスにつながりそうな可能性を感じる内容でした。

テーマをご提供頂いたリードカンパニーからのメッセージ
NTT サービスエボリューション研究所
主幹研究員 大野 健彦
NTTは、安全性が高く、高速で、安定したネットワークの提供

をめざしてこれまで研究開発を行ってきました。その結果、実に
多様なICTサービスが登場し、我々の日々の生活を楽しく便利
にしています。一方で、我 の々前には、まだまだ考えるべきさまざ
まな社会課題が山積しています。人間中心のICTのあり方につ
いて研究開発を行うわれわれは、本デザインキャンプで、徒歩
5分圏という空間において、そこに住む人やそこにある住宅、モ
ノ、さまざまなインフラなどがどのように結合し、そこからどのよ
うな価値が創造されることで豊かで楽しい生活を送ることが
できるかについて、皆さまと一緒に考えていきたいと思います。

ダイキン工業（株）テクノロジー・イノベーションセンター設立準備室
イノベーション企画担当課長 小沢 智
ダイキン工業が提供したい快適空間は、家・オフィスにとどま

らない生活空間全体ですが、その中でも、高齢者が増えていく
街中、気軽に徒歩で出かけられる徒歩5分圏の生活空間の品
質が健康寿命を左右します。どんなモノ・コトがあれば安心して
ストレスなく出かけられるでしょうか？　暑い日には風の回廊
や夕涼み長屋？...寒い日にはホット遊歩道やエアたき火...など
はいかがですか？　身近な生活空間内で熱エネルギーの地
産地消ができればさまざまな仕掛けが出来そうです。この徒歩
5分圏の身近な生活空間ユニットをいかに暮らしやすくできる
か、是非いろいろな業種の方 と々協創したいと思います。

●イノベーションのプログラムを身内で行うのではなく、他社・
多業種の人とグループワークで行うことの効果は、思いのほ
か大きいと感じました。

●人や街の観点でイノベーションを考えることは普段なかった
ので、非常に刺激を受けました。人や街の変化が工場やプラ
ントに与える影響を考えながら今後ビジネスを行っていきた
いと思います。

徒歩5分圏の生活空間に着目し、そこに住む人の視点から、自
分が本当に住みたくなる10年後の街のあり方を参加者全員で考
え、コミュニケーション、エネルギー、健康といった観点から問題
発見と解決策を立案することで、既存の概念にはない新たなアイ
デアを生み出すことができました。

徒歩5分圏の生活空間の考察より02. プロフェッショナル・デザインキャンプ

PROFESSIONAL
DESIGN CAMP
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Design Innovation Consortium

from the process of
working together
協働・協業からの新たな発見や気づき
そこから生まれる新たなアイデア

01. DESIGN SEMINARSデザインセミナー

approaching 
the latest trends 
by design
最新トレンドに
デザインの観点からアプローチ

デザインスクールとの連携による最新トレンドを捉えたハイレ
ベルなテーマについて、海外・大学・企業を含めた専門家による
講演会・ワークショップをシリーズで行います。現在は、次の3つ
が企画されています。

・ビジネスデザインシリーズ
・ワークショップデザインシリーズ
・政策デザインシリーズ（2015年3月スタート）

日本経済を支え、世界をもリードしてきた電子産業の凋落傾
向は否定できず、これに代替する新産業の興隆、これの萌芽とな
るベンチャー企業の勃興も、期待値には遠い状況にあります。こ

のため、日本は経済・産業の視点からも大きな転換を余儀なくさ
れ、まさに、産業・ビジネスをグローバルに設計（デザイン）し直す
時を迎えています。
京都大学デザイン学ユニット特任教授・元シャープ株式会社常
務執行役員の貫井孝氏プロデュースによる「ビジネスデザインシ
リーズ」では、産業界の一線で活動している、または実績のある企業
人を招き、ビジネス現場の実態、抱えているビジネス課題、その突破
口、戦略、そのための人材論などアクチュアルな講演をいただきます。
また、「ワークショップデザインシリーズ」は、野村総合研究所
上級コンサルタントで京都大学デザイン学ユニット非常勤講師
でもある寺田知太氏によるプロデュースです。

国の経済活動の中枢を担う「産業・企業・グローバルビジネ
ス」という切り口から、さまざまな分野・バリューチェーンにお
ける解決課題の認識と方向性、それを可能とするイノベ―ティ
ブな人材要件などを語り合い、それぞれの立場の人々のモチ
ベーションを高めるとともに、「これから」のビジネスイノベー
ションにつながる一歩とすることをめざします。

BUSINESS DESIGN SERIES
ビジネスデザインシリーズ

第1回　「エレクトロニクス製造業の成り立ち、課題、そしてその再興に向けて」
講師：貫井孝
（京都大学デザイン学ユニット特任教授・元シャープ株式会社常務執行役員
2014年8月1日（金）
第2回　「ユビキタス社会の要、端末ディスプレーの世界展開はいかにして成し得たか

講師：村松哲郎
（大阪大学産業科学研究所
2014年10月23日（木）
第3回　「ファッションからエレクトロニクス・航空・宇宙まで、

講師：出口雄吉（東レ株式会社専務取締役・経営企画室長）
2014年12月19日（金）
第4回　「イノベーションに向けてチームで響きあう研究開発  

講師：牧村実（川崎重工株式会社常務取締役技術開発本部長）
2015年3月25日（水）

03. DESIGN FORUMS
デザインフォーラム
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discussing each of ideas 
with assembled experts
案件ごとに専門家を招いて議論する

変化の激しい時代において、組織内に閉じた検討により
課題の解決策を見い出すには限界があり、オープンイノベー
ションへのニーズは年々高まっています。このプログラムで
は、会員団体が抱える課題に対して、会員団体と京都大学デ
ザインスクールが協働し、学際的なアプローチにより生まれ
たアイデアを組み合わせることで革新的で新しい価値を創り
出します。
あらかじめ提示された具体的な研究課題を大学の主体性

のもとに推進する従来の共同研究とは異なり、ここでは現状
観察や分析を通して会員団体が抱える課題や真に解決すべ
き問題の存在を発見することから始め、京都大学をはじめと

するさまざまな分野の高度な専門家の知のネットワークを最
大限に活用し、案件ごとに最適と思われる専門家をフレキシ
ブルに選定し、柔軟な発想をする学生や会員団体と共にワー
クショップを連続的に開催することにより、課題の解決策を
デザインします。
会員団体にとっては、これまでに接点のなかった領域の専
門家や、多様な組織・個人などと協働する機会が得られ、自
組織内にはない新しい視点から、まだ明確化されていない
諸課題の解決策を探索できます。さらに、デザイン理論やデ
ザイン手法を実践的に学ぶことのできる人材育成の機会とな
ります。

オープンイノベーション実習
オープンイノベーションの一部分を、京都大学デザインスクールにおける大学院教育として

実習化し、2015年度より博士科目「オープンイノベーション実習」として開講します。履修者は、
企業や自治体、専門家などからなるオープンイノベーションチームのオーガナイズ役として参
加し、コミュニケーション能力やマネジメント能力を鍛えるとともに、実践を通じてデザイン活
動を成功に導くためのデザイン理論やデザイン手法を身に付けます。
実習のために用意された例題ではなく、会員団体が実際に抱える課題を題材として、自ら

の専門領域を超えて協働できる突出した専門家「十字型人材（+-shapedpeople）」を、社会
と共に育成します。

05. OPEN 
INNOVATION
オープンイノベーション

参加企業・団体・行政機関

企業競争力の効果的・
効率的な向上に貢献

さまざまな分野の高度な
専門家のネットワーク

学生がオーガナイズ役
として参加

京都大学
デザインスクール

解決策
デザイン理論・

手法

調査研究
委託 兼業

実践能力の
育成

変化の激しい時代において、
組織内に閉じた検討には限界

オープンイノベーション
実施法人

京都大学の知の
ネットワークを活用し

案件ごとに
専門家チームを設置
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beyond the boundaries of...
organization,discipline,
conventional thinking
組織・領域・従来の枠をこえて

デザインイノベーションコンソーシアムの正会員Aを対象
に、デザインイノベーション拠点における産官学連携活動の
活性化に向けて、京都大学デザインスクールの教員と協働し
企画・運営段階から価値共創の創発・人材育成に携わって
いただける機会である「フェロー制度」を設けています。
正会員Ａは、デザインイノベーション拠点フェロー１名を推

【拠点フェローの活動】
●京都大学デザイン学の教員・研究員との産官学連携活動
●デザイン学共通科目の視聴
●デザインフォーラム等の各種イベントの企画や参加
●問題発見・解決型学習（FBL／PBL）などの実習や
　研究活動の成果発表会への参加

06. DESIGN
INNOVATION
CENTER FELLOW
デザインイノベーション拠点フェローcreating the innovative ideas 

through effective collaborations 
of companies and students
企業と学生のコラボから生まれる
斬新なアイデア

サマーデザインスクールは、京都大学デザインスクールの
問題発見型学習および問題解決型学習を学内外に広く開
放したものです。さまざまな専門性を持つ受講者と講師陣が
テーマに分かれ、社会の実問題に挑む3日間の集中型ワーク
ショップです。ここで扱う「デザイン」とは、プロダクトデザイ
ンやグラフィックデザインばかりではなく、社会のシステムや
アーキテクチャのデザインも含みます。
サマーデザインスクールの大きな特徴は、毎回200名を超

す意欲の高い学生、社会人、教員が集まり熱心にテーマワー
クに取り組むという点で、より良い成果を求めて受講者も講

スタートし、3日目のプレゼンテーションまでの間に、さまざ
まな専門性を持つ学生と社会人のコラボレーションから、新
たな視点や斬新なアイデアが数多く生まれます。
サマーデザインスクールでは、複雑な問題を解決するため、

受講者が普段から培っている専門性（例えば、情報学、機械工
学、建築学、経営学）の発揮に加え、デザイン理論とデザイン手
法の習得と実践が必要となります。会員団体はサマーデザイン
スクールにテーマを提案・実施することができ、また会員団体
の構成員は受講者として参加することができます。
サマーデザインスクールの成果は最終日のプレゼンテー

サマーデザインスクール これまでの実施テーマ

●「しなやかな社会」を創る災害情報システムのデザイン
●起業家の創り方
●ホームページの外見よりも中身を整える方法－ 次世代ウェブへの足掛かり－
●就活改革に向けて－ 新卒者・企業マッチング制度のデザイン
●自転車の新機能のデザイン～「考える」論理的思考による創造～
●動物園情報サービスのインクルーシブデザイン
●組織における破局回避のための意思決定実践：
　福島第一原発事故を検証する
●コミュニティ・ガバナンスに基づく街並み景観のデザイン
●EV・ユビキタス社会における地域デザイン
－ EVやユビキタスは建築・地域デザインをどう変えるか
●日本文化をデザインする
●再生可能エネルギーの社会導入と普及戦略の検討
●観光の情報化に関する地域モデル検討
●岡崎地域のパブリックスペースデザイン
－ 持続可能社会のための都市エリアの再設計に向けて
●ソーシャルメディアのデザイン
●伝統的寿司サービスのグローバル設計

2011

●電気のいらない家電製品をデザインする
●不便益なシステムデザイン
●次世代型ワークプレイスを若い視点で創出する
●将来のコミュニケーションサービスのデザイン
●RedesigningWikipediafor Education
●町家を生かした知の拠点づくり－ 来訪型シェアハウス鍵屋荘を題材に
●ユーザと機器の対話のデザイン
●盗難問題を解決した自転車のデザイン
●ものづくりワークショップ：人と人とをつなぐ「コミュニテリア」のデザイン
●産学連携の拠点となる「フューチャーセンター」をデザインする
●料理人と顧客の価値共創を促す情報メディアのデザイン
●日本茶の海外展開のデザイン
●歩車混合のまちなか交通を考える
●日本文化を題材として、写真で表現するもてなしのデザイン
●「からだの情報化」が拓く健康社会のデザイン
●メディア化する新しいコミュニケーションカフェのデザイン
－ 可能不可能の境界を超えるために
●動画メディアにおけるリアルタイムコメントのデザイン

2012

●チームワークのデザイン
●不便益なシステムの設計とプロトタイピング
●自転車の盗難対策をデザインする
●オープンエデュケーションとビッグデータを利用したPersonalizedLearning
　支援環境のデザイン
●表現することをとおした対話の創出
－ オープンイノベーションの場をデザインする－
●7年後に生まれる情報サービス:企業と顧客の新しい関係性を考える
●科学コミュニケーション・ツールとしてのゲームデザイン
●
●街におけるICTサービスデザイン
●
●コミュニケーションカフェのサービスデザイン
●授業紹介をゲームとしたコミュニケーションの場のデザイン
●（ほぼ）誰でも（ほぼ）何でもつくれる世界のデザイン
●京の夜をいろどるアルゴリズミックなあかり
●人とクルマのコミュニケーションデザイン－ より良いクルマ社会を目指して－
●これまでにない参加型ニュースメディアをデザインする
●カードゲームをつくろう
●ハイスピードカメラによる自然現象に基づく有機的デザインの生成
●高さ１メートル未満から見える世界のデザイン
●2050年の京都をシミュレーションで予測する
●
●次世代の「働き方」と「働く場」をデザインする

2013

●学び方のデザイン－ 盲点を見つけよう
●20年後の未来を支える初等教育環境のデザイン
●街角観察におけるICTサービスデザイン
●行為情報のデザイン
●社会的問題の理解と解決のためのゲームデザイン
●kickstart
● 2050年の京都の交通をシミュレーションで予測する
●フィールドベースの不便益システムデザイン*Englishavailable
●理想の社会のための新しい受験システムをデザインする
●「ペットと人の共生社会デザイン
●御堂筋における街路を軸とした都市活性化デザイン
●イキイキとしたライフスタイルの支援デザイン*Englishavailable
●シェア時代のデザイン
●商業施設におけるM2Mネットワークデザイン
●孤独死を楽しく防ぐ介護オーケストレーションのデザイン
●PLAYFUL空間大作戦：タッチ、アタッチ＆デタッチ
●ハイスピードカメラを使って日本文化を表現し、プロジェクションマッピングデザインを考えよう

2014

9月27～ 29日 京都リサーチパークおよび京都大学博物館

9月24～ 26日 京都リサーチパーク

9月25 ～ 27日 京都リサーチパーク

9月24～ 26日 京都リサーチパーク

04. サマーデザインスクール

SUMMER DESIGN
SCHOOL
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運営情報
実行委員会

京都大学 情報学研究科 システム科学専攻 助教
京都大学 情報学研究科 知能情報専攻 准教授
京都大学 学際融合教育研究推進センター デザイン学ユニット 特定准教授
京都大学 学際融合教育研究推進センター デザイン学ユニット 特定准教授
京都大学 工学研究科 機械理工学専攻 助教
京都大学 工学研究科 マイクロエンジニアリング専攻 教授
京都大学 工学研究科 航空宇宙工学専攻 教授
京都大学 工学研究科 建築学専攻 教授
京都大学 教育学研究科 特任講師
京都大学 経営管理大学院 准教授
京都大学 情報学研究科 数理工学専攻 助教
京都大学 情報学研究科 通信情報システム専攻 助教
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